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35. 宮崎玲子,中原真希子,井上寛子, 河原紗穂, 古江増隆.Elephantiasis Nostras Verrucosa の

一例 第 383 回皮膚科学会福岡地方会 2017/11/23,福岡 

36. 和田 尚子，内 博史，古江 増隆．Eribulin が奏功した頭部血管肉腫の 1 例．第 116 回日

本皮膚科学会総会．2017/6/2-54 仙台． 

37. 和田 尚子，内 博史，古江 増隆．新規治療薬により長期生存が認められた悪性黒色腫脳

転移の 2 例. 第 33 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会．2017/6/30-7/1，秋田． 

38. 和田 尚子，内 博史，古江 増隆．Nivolumab による RS3PE (remitting symmetrical 

seronegative synovitis) syndrome の 1 例．第 68 回日本皮膚科学会中部支部学術大会．

2017/10/7-8. 京都． 

39. 和田 尚子，内 博史，古江 増隆．当科において判断に迷った症例．第 69 回日本皮膚科学

会西部支部学術大会．2017/10/28-29. 熊本． 

40. 村田真帆,,千葉貴人,陣内駿一,末永亜紗子,幸田太.  意外と多い？小児のインスタントヌード

ル関連熱傷． 第 116 回日本皮膚科学会総会, 2017/06/02-04, 仙台市 



41. 村井美華,三苫千景,古江増隆. 全身性強皮症の検討-抗 RNA ポリメラーゼⅢ抗体陽性例の

検証- 第 116 回 日本皮膚科学会総会 2017/06/03-05,仙台 

42. Mika Murai, Gaku Tsuji, Chikage Mitoma, Akiko Hashimoto-Hachiya, Makiko Kido-Nakahara, 

Takeshi Nakahara, Hiroshi Uchi and Masutaka Furue.an endogenous tryptophan photo-product, 

FICZ, is an integral part of photo-aging by reducing TGF-β-induced collagen maintenance. 九

州大学教育改革シンポジウム 2017 2017/07/10,福岡 

43. 大野文嵩 慢性皮膚炎モデルマウスにおける悪性黒色腫の腫瘍発育への影響. 第 27 回日

本樹状細胞研究会 2017/6/29 東京都 

44. 大野文嵩 Integration of periostin and M2 macrophages in human and murine melanoma 

progression. 第 42 回研究皮膚科学会 2017/12/15 高知 

45. 武信肇,中原真希子,中原剛士,内博史,古江増隆．有棘細胞癌、Bowen 病が多発した表在播

種型汗孔角化症の 1 例．第 381 回福岡地方会 2017/7/2,久留米市 

46. 武信肇,三苫千景,一木稔生,内博史,古江増隆．自己免疫性甲状腺疾患に合併したリポイド類

壊死症の一例. 第 81 回日本皮膚科学会東部支部学術大会 2017/9/23-24,郡山市 

47. 武信肇,辻学,吉田舞子,中原真希子,高原正和,松田哲男,古江増隆．黒色分芽菌症の 2 例.第

61 回日本医真菌学会総会・学術集会 2017/9/30-10/1,金沢市 

48. 武信肇,辻学,一木稔生,高原正和,松田哲男,古江増隆．播種性ムーコル症の 1 例.第 69 回日

本皮膚科学会西部支部学術大会 2017/10/28-29,熊本市 

49. 武信肇,中原真希子,中原剛士古江増隆．造血幹細胞移植後にアトピー性皮膚炎を生じた 3

例.第 47 回皮膚アレルギー・接触皮膚炎学会総会学術大会 2017/12/8-10,鹿児島市 

50. 稲富裕佑, 久永佳奈, 福嶋晴太, 嶋本涼, 上薗健一, 花田麻須大, 吉田聖, 門田英樹.  

リンパ管細静脈吻合術における術後経過の検討.第 104 回九州沖縄形成外科学会学術集

会 2017/7/15,福岡市 

51. 陣内駿一, 高橋聡,  鹿毛勇太, 並川健二郎, 堤田新, 山崎直也. 陰部悪性黒色腫に対して

nivolumab を投与し原発巣の regression が認められた 1 例. 第 69 回日本皮膚科学会西部

支部学術大会 2017/10/29, 熊本県 

52. 陣内駿一, 並川健二郎, 鹿毛勇太, 中野英司, 武藤雄介, 高橋聡, 堤田新, 山崎直也. 肘

にセンチネルリンパ節が同定された悪性黒色腫の検討. 第 19 回 SNNS 研究会学術集

会  2017/11/10, 東京都 

53. 陣内駿一, 高橋聡, 鹿毛勇太, 中野英司, 武藤雄介, 並川健二郎, 堤田新, 山崎直也. 左

踵部原発メラノーマの局所再発、in-transit 転移に対して nivolumab・放射線療法が奏功した

1 例. 第 81 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 2017/11/19, 東京都 

54. 木村七絵,竹下弘道,菊池智子,甲斐達也,井上靖. Schnitzler 症候群の一例． 第 383 回日本

皮膚科学会福岡地方会 2017/11/23,福岡市 



55. 膳所菜保子、坂本佳子、和田尚子、北川徳子、前原恵理子、和田麻衣子、辻 学、三苫千

景、内博史、古江増隆．右鼠経異所性子宮内膜症の 3 例．第 382 回皮膚科学会福岡地方

会 2017/8,福岡 

56. 江藤綾桂，中尾匡孝，下釜達朗，金城満，古江増隆．Trichoepithelioma と Basal cell 

carcinoma の免疫組織化学的検討．第 116 回皮膚科学会総会 2017/6/2-6/4,仙台市 

57. 江藤綾桂，中尾匡孝．アプレミラスト内服が奏功した掌蹠膿疱症の 3 例．第 383 回福岡地方

会 11/23, 福岡市 

58. 森岡友佳,前川朋子,執行あかり,田宮貞史,桐生美麿．Sclerotic Fibroma を伴った Cowden 病

の 1 例. 第 116 回日本皮膚科学会総会 2017/6/2-4,仙台市 

59. 森岡友佳,和田尚子,辻 学,和田麻衣子,吉田舞子,内 博史,古江増隆．メソトレキセートが奏

功した水疱性類天疱瘡の 2 例 ．第 39 回水疱症研究会 2017/7/15-16,札幌市 

60. 森岡友佳,前川朋子,執行あかり,桐生美麿．Angiolymphoid hyperplasia with eosinophilia の 1

例．日本皮膚科学会第 382 回福岡地方会 2017/9/10 ,北九州市 

61. 康渚、池田真希、竹内聡. 交通外傷を契機に生じた Mobile encapsulated fat necrosis の一例. 

第 69 階日本皮膚科学会西部支部学術大会. 2017 年 10 月 28 日（土）熊本市国際交流会館

５Ｆ大広間Ａ・Ｂ（熊本市） 

62. 佐藤清象, 千葉貴人, 桐生美麿. 手掌と足底の慢性湿疹に生じた反応性エクリン汗管線維

腺腫の１例 第 383 回福岡地方会 2017/11/23, 福岡 

63. 佐竹真緒，前原恵里子，和田麻衣子，北川徳子，膳所菜保子，和田尚子，辻学，内博史，古

江増隆．サラセミアによる難治性下腿潰瘍の一例．第 383 回皮膚科学会福岡地方

会 2017/11/23,福岡 

 
 
その他（講演会、ラジオ、テレビ出演など） 
1. 古江増隆、加藤則人、丸山恵理、アトピー性皮膚炎治療における患者・医師間コミュニケー

ションを考える（座談会） 日経メディカル 2 月号 62-65 ページ、2017 年 2 月 10 日発行 

2. 竹内聡. アトピー性皮膚炎治療のポイント. 薬物療法研究会 2017 年 12 月 5 日（火）福岡市

薬剤師会館 ４階講堂（福岡市） 

3. 竹内聡. 抗ヒスタミン薬の最近の話題 11 月度北九州市皮膚科医会学術講演会 2017 年 11

月 16 日（木）リーガロイヤルホテル小倉 3 階オーキッドルーム（北九州市） 

4. 竹内聡. 薬剤性皮膚障害 がん診療セミナー 2017 年 8 月 7 日（月）浜の町病院 3 階研修講

堂（福岡市） 

5. 竹内聡. アトピー性皮膚炎治療のポイント. 沖縄スキンケア実践セミナー 2017 年 2 月 23 日 

ＡＮＡクラウンプラザホテル沖縄（那覇市） 

6. 竹内聡. 皮膚のかゆみとその制御（アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、乾燥肌など）. 福岡地区勤

務薬剤師会 第 638 回例会 2017 年 2 月 8 日 エルガーラ 8F 大ホール（福岡市） 



7. 内 博史．悪性黒色腫診療のこれから．メラノーマ学術講演会．2017/1/18,広島 

8. 内 博史．悪性黒色腫診療のこれから（など）．第3回京都若手メラノーマ研究会．2017/2/3,

京都 

9. 内 博史．薬疹と免疫チェックポイント阻害剤による皮膚のirAE．第10回免疫チェックポイント

阻害薬適正使用委員会．2017/2/7,福岡 

10. 内 博史．皮膚がん．朝日新聞. 2017/4 

11. 内 博史．免疫チェックポイント阻害剤の使用経験．メラノーマアドバイザリーボード．

2017/5/20,東京 

12. 内 博史．血管肉腫診療のこれから．第1回鹿児島皮膚腫瘍研究会．2017/6/7,鹿児島 

13. 内 博史. 悪性黒色腫 –免疫チェックポイント阻害剤と治療の進歩-．第15回市民公開講座．

2017/9/16,福岡 

14. 内 博史. 悪性黒色腫の治療経験．腫瘍免疫セミナー 2017/12/１,福岡 

15. 内 博史．皮膚がんの薬物療法．がん専門薬剤師集中教育講座．2017/12/3,福岡 

16. 西江温子．～乾燥肌の痒みに困っていませんか～ 薬の塗り方、スキンケアのコツ．第 14

回福岡病院市民公開講座．2017/11/25，福岡市 

17. 三苫千景. 乾癬と生物学的製剤. ヤンセンファーマ株式会社 社内講演会. 2017/6/28, 福

岡市 

18. 三苫千景. 乾癬と生物学的製剤. 田辺三菱製薬株式会社 社内講演会. 2017/1/11, 福岡市 

19. 三苫千景. 桂枝茯苓丸臨床試験の報告. 平成29年度全国油症治療研究班班会議 

2017/6/22-23, 福岡市 

20. 三苫千景. 「後天性穿孔性皮膚症は、大半の患者に糖尿病や慢性腎臓病がみられる難治性

皮膚疾患である」 マルホラジオセミナー 11/13/2017, 福岡市 

21. 小西さわ子.油症患者と手掌紅斑－平成 28 年度福岡県検診における検証.２０１７．６．２３平

成 29 年度全国油症班会議 

22. 中原剛士 乾癬の病態と治療 update.北九州九大皮膚科医会 2017 年 1 月 11 日 

23. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の病態と治療 ～適切な外用療法と抗ヒスタミン薬の位置付け

～.北海道 allergy 治療フォーラム 2017 年 2 月 2 日 

24. 中原剛士 古江増隆 保湿の効能とアトピー性皮膚炎 .北九州スキンケアセミナー 2017 年

2 月 8 日 

25. 中原剛士 古江増隆 アトピー性皮膚炎の病態と治療、新規治療法も含めて.第 25 回九州ア

レルギー講習会 2017 年 2 月 17 日 福岡 

26. 中原剛士 アトピー性皮膚炎.第 23 回アレルギー週間記念講演会 2017 年 2 月 18 日  福

岡 

27. 中原剛士 アトピー性皮膚炎における適切な保湿と抗炎症外用療法.大分市小児科医会講

演会 2017 年 2 月 22 日 



28. 中原剛士 乾癬における生物学的製剤を用いた治療の実際.ヤンセンファーマ株式会社社内

勉強会 2017 年 2 月 24 日 

29. 中原剛士 皮膚科医からみた EGFR 阻害薬による皮膚障害とその対策.福山肺癌学術記念

講演会 2017 年 2 月 27 日 

30. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の病態と治療 ～最近の話題～.宮崎 医学と医療の最前線を

勉強する会 2017 年 3 月 23 日 

31. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の診断と治療～ガイドライン改訂のポイントを含めて～.サザン

Osaka derma Conferencce 2017 年 4 月 15 日 

32. 中原剛士 乾癬治療の標的はどこか？ －外用から生物学的製剤まで－.福岡皮膚科医会

学術講演会 2017 年 5 月 12 日 

33. 中原剛士 病理所見からみた慢性蕁麻疹 －病理所見と治療反応性の相関についてー 

ゾレア適応追加講演会  2017 年 5 月 21 日 

34. 中原剛士 若手皮膚科医へのメッセージ 皮膚科医生活を満喫しよう －皮膚科はとにかく

面白い－.第２回皮膚科感染症サマースクール 2017 年 6 月 24 日 

35. 中原剛士 乾癬の病態と治療.セルジーン株式会社社内勉強会 2017 年 8 月７日 

36. 中原剛士 皮膚科領域における抗ヒスタミン薬の臨床的評価とその効果的な使い方.県央皮

膚科研究会 2017 年 9 月 12 日 

37. 中原剛士 アトピー性皮膚炎における適切な保湿と抗炎症外用療法.長崎県小児科医会講

演会 2017 年 9 月 28 日  

38. 中原剛士 皮膚科医からみた EGFR 阻害薬による皮膚障害の病態とその対策.第 2 回がん

患者サポーティブケアセミナー 2017 年 9 月 29 日 

39. 中原剛士 乾癬治療 ～最近の話題～.第 6 回 LEAD in Fukuoka 2017 年 10 月 14 日 

40. 中原剛士 炎症性皮膚疾患（乾癬・アトピー性皮膚炎）の病態に即した治療.北九州九大皮膚

科医会 2017 年 11 月 8 日 

41. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の病態と治療 ～適切な外用療法と抗ヒスタミン薬の位置付け

～.新潟デザレックス発売 1 周年記念講演会 2017 年 11 月 9 日 

42. 中原剛士 治りにくい高齢者の皮膚瘙痒症 －病態とその対策―.第 207 回 愛知県皮膚科

医会例会 2017 年 11 月 25 日 

43. 中原剛士 アトピー性皮膚炎の疾病負荷と治療満足に関する研究報告.アトピー性皮膚炎が

もたらす患者への深刻な影響 ～社会課題としてのアレルギー疾患対策を考える～ 2017

年 11 月 26 日 

44. 中原剛士 慢性蕁麻疹の診断と治療 ー 蕁麻疹診療ガイドラインのポイント ー.ふじのくに 

慢性蕁麻疹 Expert Meeting 2017 年 11 月 28 日 

45. 中原剛士 調査から分かる、治療満足度と“Disease Burden”（疾病負荷）.サノフィプレスセミ

ナー 2017 年 11 月 30 日 

46. 中原剛士 皮膚科領域における抗ヒスタミン薬の臨床的評価とその効果的な使い方 



TAIHO Web Lecture for Allergy 2017 年 12 月 1 日 

47. 中原剛士 慢性蕁麻疹・アトピー性皮膚炎と生物学的製剤.小児喘息および蕁麻疹を考える

会 ～ 重症患児の未来を考える ～2017 年 12 月 5 日 

48. 中原剛士 サイトカインから考える乾癬の病態と生物学的製剤の選択.2017 年 12 月 19 日 

鳥居薬品（株）社内教育講演会 

49. 中原剛士 「アトピー性皮膚炎」、「蕁麻疹」、「身の回りのかぶれ・接触皮膚炎」、「薬のアレ

ルギー・薬疹」、「高齢者のかゆみを伴う皮膚疾患」 KBC ラジオ アレルギー談話室 

50. 中原剛士 第 3 回：治療満足度を向上させる蕁麻疹治療.月刊！ワンポイントビラノア （web

セミナー） 

51. 中原剛士 第 4 回：ビラノアの即効性.月刊！ワンポイントビラノア （web セミナー） 

52. 中原真希子．スキンケアの重要性と実際 肝疾患患者のナーシングを考える会 2017/3/18 

福岡 

53. 中原真希子．今こそ学びたい乾癬－外用療法・内服療法を中心に－ 乾癬治療を考える会 

in FUKUOKA ～女性の視点を中心に～ 2,017/5/27 福岡 

54. 中原真希子．とっても健康ランド アトピー性皮膚炎 2017/4/15 九州朝日放送 

55. 辻学 筑紫医師会皮膚科医会 学術講演会 「アトピー性皮膚炎における皮膚バリア機能障

害のメカニズム ーAryl Hydrocarbon Receptor の役割ー」ニューオータニ 福岡市 

56. 辻学 第 7 回筑豊臨床皮膚研究会 「皮膚真菌症ー九州大学皮膚科の症例よりー」 2017

年 5 月 26 日 飯塚医師会館 飯塚市 

57. 辻学 筑紫医師会皮膚科医会 学術講演会 「皮膚真菌症ー九州大学皮膚科の症例より

ー」 2017 年 6 月 21 日 福岡 

58. 辻学 北九州病院グループ 院内講習 「褥瘡の治療と栄養管理」 2017 年 7 月 19 日 北

九州市 

59. 辻学 第 8 回病院感染対策フォーラム 「手荒れとその対策」 2017 年 9 月 2 日 エルガーラ

ホール 福岡市 

60. 辻学 KBC テレビ とっても健康ランド「秋冬の水虫対策」 2017 年 9 月 23 日放送 

61. 工藤恭子．重症薬疹のみかた．第 19 回小児救急・プライマリーケアカンファレンス 

2017/1/16，福岡市 

62. 工藤恭子．こどものスキンケア．こども病院イブニングセミナー 2017/3/7，福岡市 

63. 工藤恭子．新生児・乳児期のスキンケア～皮膚はバリアです！～．第 304 回こども病院カン

ファレンス, 2017/5/16，福岡市 

64. 工藤恭子．こどもの「あざ」のみかた．こども病院イブニングセミナー，2017/7/6，福岡市 

65. 工藤恭子．新生児期のスキンケア．こども病院・連携病院周産期症例検討会．2017/6/7，福

岡市 

66. 工藤恭子．発疹ブートキャンプ．福岡市立こども病院小児 ER セミナー，2017/7/29，福岡市 



67. 工藤恭子．こどもの皮膚道場．久留米大学医学部小児科 Ground Rounds，2017/9/1，久留

米市 

68. 和田 尚子．当院の irAE 発症状況．Schientific Exchange Meeting for Melanoma．2017/2/25，

大阪 

69. 和田 尚子．Eribulin により長期生存が得られた頭部血管肉腫の 1 例．血管肉腫研究会．

2017/4/28，福岡 

70. 和田 尚子．nivollumab によりケトアシドーシスと扁平苔癬が発症した 1 例．メラノーマ研究会．

2017/11/4. 東京． 

71. 和田 尚子．dabrafenib/trametinib によって発症したと考えられた DVT の 1 例．メラノーマ分

子標的療法セミナー．2017/12/9，福岡 

 
 
学会賞（学会賞、ポスター賞、トラベルアワードなど） 
1. 辻学 平成 29 年度基礎医学研究費（資生堂寄付）(日本皮膚科学会) 

アトピー性皮膚炎の皮膚バリア機能障害における芳香族炭化水素受容体と Ovo-like 1 遺伝

子の役割 

2. Mika Murai, Gaku Tsuji, Chikage Mitoma, Akiko Hashimoto-Hachiya, Makiko Kido-

Nakahara, Takeshi Nakahara, Hiroshi Uchi and Masutaka Furue.Australasian Society 

for Dermatology Research（ASDR）・Japanese Society for Investigative Dermatology 

（JSID） Exchange Program Award..2017/5/9-10 Sydney, Australia  

3. 大野文嵩 中原剛士 中原真希子 古江増隆．2017 第 27 回日本樹状細胞研究会 奨励

賞.演 題 名：慢性皮膚炎モデルマウスにおける悪性黒色腫の腫瘍発育への影響 

4. 増田亜希子,伊東孝通,和田麻衣子,日高らん,古江増隆．精漿アレルギー(Human Seminal 

Plasma Allergy)の 1 例．第 9 回西日本皮膚科雑誌賞．2017/10/28-29, 熊本市 

 


